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　　日頃から、災害等の非常時のために準備しておきましょう


《準備しておきたい物》

懐中電灯

ラジオ　　電池
履物

防寒具（毛布・シーツ）

使い捨てカイロ

新聞紙(防寒・簡易トイレに使用できます)

軍手などの手袋　　ストッキング（防寒・ひも・包帯の代わり）

非常食（レトルト食品のご飯・お粥・スープ・栄養剤など）

· 水（一人１日３リットル）  水入れタンク
紙おむつ・ビニール袋・タオル・ティッシュ

· 薬（一まとめにしておきましょう）

現金　など
※保険証、お薬手帳などはまとめておきましょう。
電源の必要な医療機器利用の皆様へ
日常的に電気の供給が必要なことを電力会社へ伝達し、
消防署にも情報を伝えておきましょう。

１．災害・停電時の対応

　・酸素濃縮器は停電すると作動停止します。
（バッテリー内臓は１時間前後作動可能）

　・すみやかに携帯用酸素ボンベに切り替えます。

　　　開栓、流量調整、残量の見方など、できる方は自分でも操作できるように、難しい方はご家族が操作できるようにしましょう。
　・携帯用酸素ボンベに、酸素を吸気時のみに流出させる呼吸同調酸素供給器がついている場合は、携帯用酸素の使用は従来の3倍となります。同調器使用になっているか確認しましょう。（自発呼吸のある方）
・携帯ボンベの使用には限りがあるので，早急に業者に連絡しましょう。業者と連絡が取れず、携帯用酸素ボンベが残1本になったら病院へ向かいましょう。
・自宅を離れる場合には、行き先をメモに書いて、残していきましょう。

・火災などの発生時は、火元から避難しましょう。
２．災害への備え

・日頃から、酸素ボンベを用意し、残量を確認しておきましょう。

・携帯用酸素ボンベは、すぐ持ち出せるように玄関近くに置くようにしましょう。（ボンベカートも一緒に）　予備のカニューラやマスク、延長チューブなどがあれば用意しておきましょう。
・酸素供給業者などの緊急時連絡先を確認し、わかりやすいところに書いておきましょう。

・呼吸困難予防や体力温存のために、口すぼめ呼吸、腹式呼吸などを練習しておきましょう。

・普段から、火気に注意し、震災時に火の元を絶つ訓練をしましょう。


・充電可能なポータブル吸引器や足踏み式、手動式吸引器を準備しましょう。

・吸引チューブ・手袋・アルコール綿・消毒液なども２～3日分をまとめておきましょう。
・排痰方法や加湿と併せて吸引の方法を訓練しておきましょう。
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・電源は、人工呼吸器の内部バッテリー　→外部バッテリー　→発電機（ガソリン用が良い）に切り替え、電源確保をする。
※バッテリーは自然消費するため、日頃から充電しておきましょう

・十分な性能がある携帯吸引（内部バッテリーのあるもの）や足踏み式吸引器を準備しましょう。（発電機がある場合は発電機より使用する）
・酸素濃縮器は、酸素ボンべに切り替えましょう。

・ガソリンは3日以上準備するとよいでしょう。

・計画停電の場合、電源式の交換器やAPD（自動腹膜透析）システムは、腹膜透析のパターン（時間）を調整し、対応しましょう。
・災害時は、緊急的に発電器への切り替えを行うことで対応するか、できるだけ早く医療機関への避難を行いましょう。

・エアマットは停電すると空気が抜けていくため、緊急的に停電と同時にホースを折り曲げてビニールテープで固定するなど空気の抜けを予防します。折り曲げても空気抜けを防ぐことはできません。
※停電が復旧した場合はすぐに元に戻してください。
その他の医療機器、医療処置の皆様へ


・糖尿病手帳・注射薬・注射器具一式・血糖測定器などを持って避難しましょう。（糖尿病手帳にインスリンの種類・単位・方法・食事量など記録し、管理用品はひとまとめにしておきましょう。）
・備蓄品にブドウ糖を入れておきましょう。

・震災時などはインスリンが内服薬で代用できるかなど、医師に確認しておきましょう。
・注射薬がなくなる前に、糖尿病手帳を持参し医療機関に行きましょう。

・使用後の針を処理する缶・ビンを準備しましょう。
・家族や身近な人に、低血糖症状について周知し、予防や対処について話しておきましょう。


・常に、採尿バックが膀胱より低い位置にあることを確認しましょう。

・水分の摂取に心がけ、1日の尿量の減少に注意しましょう。

・尿漏れ、閉塞の可能性がある場合には医療機関・救護所に相談しましょう。

・栄養剤は２～３日分準備しておきましょう。

・避難時にはイリゲーター・接続チューブも持参しましょう。

・医療機関・救護所に相談しましょう。

・水やトイレの事情が変わる可能性があり、7日程度のストーマ用品（すぐ使える状態にしておく）、ティシュ、ゴミ袋、手ふき用ウエットテッシュ、手袋新聞紙などを用意しておきましょう。
・必要物品は職場や親戚宅などに分けて、置いておくとよいでしょう。

・交換時の臭いに対しては、酢を臭い消しに代用してみましょう。

・ストーマ材料の名称・サイズ・購入先業者・かかりつけ医師・訪問看護師の連絡先について記録しておきましょう。



災害・計画停電にむけて


～医療機器を装着の皆さまへ～








高知県訪問看護ステーション連絡協議会


（平成24年度作成）








※まず３日間なんとか過ごす為に必要なもの





酸素療法





吸引（鼻・気管）





緊急時の吸引器の作り方：


ペプシネクストの空容器（円形でくびれがある）の蓋に穴をあけ、12Fr吸引カテーテルを入れる。


圧迫と圧の解除で吸引できます。





手動式吸引器





人工呼吸器





CAPD療法





エアマット





インスリン自己注射





膀胱留置カテーテル





経管栄養





ストーマ








